
;    ・資料2     ■
.                 常用漢字表改定に伴う学校教育上の

対応に関する専門家会議 (第 5回 )

平成22年 9月 7日 (火 )15時 ん17時          :

・
検討事項 整理メモ r(案 )

1 常用漢字表改定に伴う「読みの指導」の見直しについて

(11)`

○ 中学校修了までに「常用漢字の:大体を読む」というt現行の中学校にお
ける。漢字指導の考え方を踏襲し、新たに増加する常用漢字 (191字 :追加

‐   196字、削除5字)を各学年に害!り 振ることでよいか。i  t

●1 各学年で読むことを指導する漢字:の字数の示し方について     ,
ア)従来通り、申学校で新たに学習する漢字の字数だけを示す。

イ)小学校で学習する漢字の字数も含め累積的に示す。も

● 各学年で読むことを指導する漢字の字数の割り振りの考え方について   ヽ
ア)増加した字数 (191、宇)を国語の週当たりの授業時数に寒分し、現在

割り振つている字数にプラスする。

イ)学年に軽重を付けた現在の割り振り方を改め、増加した字数 (191字 )

を含めて各学年ほぼ均等に割り振る。

■ 新たに割り振られた字数による漢字指導の実施時期についてどうする
か 。      「

  j           `

(検討の視点 :新学習指導要領の実施時期、教科書の対応など)

→「6 常用漢字表改定に伴う教科書上の記載の在り方について」¬と:関連

(́2)

〇 高等学校にういては、現行どおり「常用漢字の読みに慣れるようになる
こと」でよいか。

■ 改定常用漢字表にょる漢字指導の実施時期にういてどうするか。
(検討の視点 :中学校の実施時期、新学習指導要領の実施時期、教科書の

'対応など)           
｀
ィ      :

→「6 常用漢宇表改定に伴う教科書上の記載の在り方について」.と関連



(3)

(1)

○ 追加:字種の音司1及び追加音訓等については、速やかに現行の「音訓の小
・中・高等学校段階別割 り振 り表」に追加 し、各学校段階における音訓の

1指導や教科書の編集に資するこ とでよいか。

常用漢字表改定に伴う「書きの指導」の見直しについて

OI高等学校においては、高等教育を受ける基礎として必要な教育を求める
者、就職等に必要な専門教育を希望する者、義務教育段階での学習内容の

確実な定着を必要とする者など、様々な生徒が在籍していることを踏まえ、
各学校が生徒の実態に応じて指導ができるよう、

～
現行どおり「主な常用漢

字が書けるようになること」でょいか。

● 文化審議会答申 (平成22年 6月 )において、「情報機器の使用が一般化
・日常化している現在の文字生活の実態を踏まえるならば、漢字表に掲げ
るすべての漢字を手書きできる必要|はなく、また、それを求めるものでも
ない」と掲げている改定常用漢字表の性格を踏まえた対応について   ,
ア)「主な常用漢字Jの範囲や宇種を具体的に示す。
イ)「主な常用漢字」の範囲や字種を下律に示すことは難しいので、

′
改定

常用漢字表の性格をしっかり周知することにより、各学校が生徒の実態

等に応じて指導する。    ~

● 筆写の楷書字形と印刷文字字形の違いが、字体の違いに及ぶものについ
ての筆写の指導について      t
ア)筆写の指導における字形の基準のようなものを示す。｀

イ)筆写の指導における字形
´
の基準のようなものを具体的に示すことは難

しいので、各学校 (中・高等学校)が生徒の実態に応じて指導する。
ウ)学校段階に応じて、筆写の指導における字形の基1準のような,ものの示
し方を変える。

→ ア又はウの場合、具体的な字形の基準はどのようにするのか。
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○ ,児童生徒が書いた文字が、t

評価することでよいか。

4 その他、常用漢字表改定に伴う漢字指導の在 り方について

(12)学年別漢字:配当表 (小学校における「読み・書きの指導 Jt

る「書きの指導1)につしヽて   |    |

〇 学年別漢字配当表にういては、1来年度`(平成 23年度)から新しい小学
校学習指導要領が実施されること、それに伴う教科書の検定 `採択が既に
,終了している状況を踏まえるとともに、児童生徒の学習負担や追加字種の

配当学年などについて調査を行うなど、慎重かつ丁寧に検討を行 ^う 必要が

あり,、 今後継続して検討する′
‐ことでよいか。

(2)国語科以外の各教科における対応について,こ          _

5、

○ 1常用漢字表の改定に伴 う教科書の対応等を勘案し、学校現場の指導に資

するよう、文部科学省において、参考となるような資料
′
(教材)の作成に

ついて検討することでよいか6

´

   ・

■ 教科書について、以下の対応の内容ご時期につぃて、どのように考える

改定常用漢字表を申学校及び高等学校の国語教科書の巻末に掲載する

こと

・ 本文中の表記を改定常用漢字表に基づく新しい表記に直すこと
'10 

改定された常用漢字の指導を適切に行うための教材に差し替えること

′
指導:した字形以外の字形であっても、柔軟に

申学校におけ

６
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につい

○ 高等学校及び大学の入学者選抜試験における漢字の出題等は、受験者の
負担を考慮し、改定常用漢字表による漢字の指導の実施年度の入学生が卒

業するまでは、従来の常用漢字表の範囲
.と

するな,ど、適切な配慮のもとにヽ

行われることとすることでよいか。  '

○ その際t入学者選抜試験において、受験者が書ぐ漢字を評
'価
する場合に

は、学校教育での筆写 (手書き字形)の取扱いについて、関係者に十分周
知することでよいか。

４

　

′


